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研究成果の概要（和文）：生体内の細胞は細胞同士で接着をする場合、細胞外基質と細胞とが接着する場合の2
種類に大別される。歯科インプラントは細胞にとっては細胞外基質の一種として機能していると考えられる。そ
こで本研究では、細胞間接着、および細胞と細胞外基質との接着の両面に着目し解析を行った。細胞を種々のコ
ーティングを施した培養ディッシュ上で培養し、反応を探ることとした。また、生体内で細胞は3次元的に分布
しているため、3次元培養を行ってその挙動を探ることとした。その結果、細胞は1)、ディッシュのコーティン
グによってその接着様相を変化させること、2)、3次元培養によって3次元的な構造をもった形態を呈すること、
が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The cell adhesion is divided into two types; cell-cell contact and 
cell-extracellular matrix (ECM) contact. Dental implants are one of the ECM environments for the 
surrounding cells. In this study, cell-cell contact and cell-ECM contact are evaluated. Cells were 
seeded onto various kinds of coated dishes. And 3 dimensional (3D) cultures were also performed. 
Cells showed different adhesion pattern onto various coating. When cultured in 3-D condition, the 
cells showed 3-D branching-like morphology.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： 細胞外マトリックス

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 歯科インプラントは顎骨内に埋入され、軟
組織を貫通して口腔内に露出するという特
徴をもつ。インプラントの長期維持のために
は周囲組織との親和性が非常に重要である
と考えられる。 
生体内の細胞レベルの観点で考えると、

各々の細胞は細胞同士で接着をする場合、細
胞外基質と細胞とが接着する場合の 2種類に
大別される。歯科インプラントも細胞にとっ
ては細胞外基質の一種として機能している
と考えられる。 

 
２．研究の目的 
本研究では、細胞間接着、および細胞と細

胞外基質との接着の両面に着目し、その関係
性について解析を行うこととした。 

 
３．研究の方法 
 第一段階として、研究に用いる細胞の単離
を行うこととした。今回はヒト歯小嚢由来の
細胞を用いることとした。 
 次に得られた細胞を種々のコーティング
を施した培養ディッシュ上で培養し、その反
応を探ることとした。 
 また、生体内で細胞は 3 次元的に分布して
いるため、3 次元培養を行ってその挙動を探
ることとした。 
 
４．研究成果 

ヒト歯小
嚢より、上
皮系の細胞
を単離する
ことに成功
した（左図
参照）。 
  
 
得られた

細胞をマト
リゲルでコ
ーティング
したディッ
シュ上に播
種すると、
細胞同士が 
接着し、球

状の形態を呈することが分かった（培養 2日
目、上図参照）。 
しかし、長期間培養を行うと細胞塊は形態

を維持でき
ず、自壊す
ることが分
かった。 
（培養28日
目、左図参
照）。 
 
 

 そこで、
細胞をマト
リゲルの上
ではなく、
マトリゲル
の中に播種
することで
3 次元的に
培養するこ
ととした。 

すると、細胞はブランチング様の形態を呈す
ることが分かった（培養28日目、上図参照）。 

 ゲル中の細胞を固定後、免疫染色を行い、
コンフォーカル画像を撮影した。細胞は 3次
元的な構造を形成し、細胞塊から枝を伸ばす
ような形状を呈するブランチング様構造を
詳細に確認することができた（上図参照、培
養 28 日目）。 
 
 これらの結果より、細胞は 
1)、ディッシュのコーティングによってその
接着様相を変化させること 
2)、3 次元培養によって 3 次元的な構造をも
った形態を呈すること 
が明らかとなった。 
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